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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 玉井クニ子様　～左手首腫脹持続しており、本日主治医へ状態報告しています。主治医より手首の動きに異常はないので、検査は必要無く、ナパゲルンで様子を見てくださいと指示あります。

· 山田倉松様　～安ヶ平Ｄｒの問診にて、高齢の為アルコールプログラム導入の必要はないでしょうとのことです。また、五戸病院のメチコバール（500）３Tと当院処方の定期（5/8～）メチクールが重複されて内服されていたので、１０日夕方より定期変更でメチクールが除剤されます。

· 榊由蔵様　～臨時採血にてＣＲＰ高値であった為、点滴追加処方。本日より開始しています。生食100ｌ＋モダシン1ｇ（10:00～10:30）、生食100ｌ＋モダシン１ｇ（22:00～22:30）を２日分です。

· 相内ノブ様　～今後、南山苑に移動になると思われます。現在の回復状況をＰＳＷより院長へメールにて報告しています。

· 内服薬の管理について

臨時薬の薬袋に「薬名」と「～から～までの処方日数」を書くようにしましょう。継続の物は処方箋と一緒におろすこと。また、セットは必要な日から火曜日までの分をセットするので、「～までセット」という記載は必要ありません。遅い時間になっても、その日のうちにセットして下さい。

· 治癒プログラム企画運営委員会より

委員会のほかに各病棟ごとにサポートスタッフをつけることになりました。次の方は協力して下さい。

対人関係援助　　　　　　田中、上野

療養・教育　　　　　　　村舘

　生活習慣改善　　　　　　橘、北城

　高齢者ケア　　　　　　　工藤

　アルコールプログラム　　阿部

　個別行事　　　　　　　　小林

　季節行事　　　　　　　　田ノ上

※詳しい活動については委員会より連絡があります。

＜隔離患者様について＞

· 畑中成夫様　～スタッフ調整を行ない、退室の援助を行なっています。入浴は男性スタッフ　

　運営付き添いにて行なう事ができています。退室時に「ものにあたりそうになる」と言い、拒否される事もあります。ドアや壁を蹴ることがありますが、特に目立った衝動行為は見られません。体調を問うと「大丈夫です」と話されますが、表情はあまりよくありません。妄想から離れるように、新聞を読むなどの日課をすすめるなどの対応をしています。

· 野沢英貴様　～時間隔離（21:00～8:00）です。夜間隔離室入室中はよく眠られていますが、　　　　　　　　　　

　　　　　　　日中の他者への迷惑行為・盗食などが頻回に見られています。このようなことを未然に防ぐ為に、担当ユニットに関係なく全スタッフで対応する必要性があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

＜要観察患者様＞

· 相内ノブ様　～１日1200kcalを目標にカロリー摂取させています。現在、食事は自力で全量　

摂取されており、目安の1200kcal以上（エンシュア含む）を摂取する事出来ています。補食等も積極的に促し、今後も栄養状態の観察を行なっていきましょう。介助に対して奇声を上げる事も無くなってきています。日中はなるべくホールにて過ごして頂いています。今後も生活のリズムを持たせていきましょう。又、バイタルサインの観察も引き続き行なっていきましょう。

· 呉忠雄様　～現在、1日摂取量1000kcalに満たない状態です。本日朝食は介助にて全量摂取　　

しましたが、昼食は1／4程度です。夜間の睡眠が十分に確保出来ていない状況であり、生活にリズムを持たせる為に日中は車椅子での生活を送って頂いています。座位保持を試みていますが、体動多くあり、車椅子よりずり落ちそうになる事が見られ、その都度介助にて車椅子へ戻って頂いています。

· 河原木泰様　～疥癬の疑いから急性湿疹の診断になりました。軟膏処方もBBオイラックスか　　　　　　　

らデルモゾールG軟膏に変更になります。全身の皮膚状態、痒み等の訴えの有無等、引き続き観察して下さい。













